
【マネーフォワード クラウド請求書Plus】
2025年上半期アップデート

請求書から売上作成する機能の詳細
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機能リリースの背景
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これまでの仕様では、売上仕訳を作成する場合は必ず「案件」を作成する必要がありました。

案件を通すことで「契約期間」などの情報を保持し、複数枚の請求書や⼀定期間の売上/前受⾦を管理することができる⼀⽅
請求データを直接請求書に反映できない、請求書修正時に都度売上の修正が必要になるなどの運⽤上の課題がありました。

今回の機能アップデートで、特に⼀時点で請求‧売上認識される種類のサービスや商品の債権管理においては
よりシンプルで効率的な運⽤を実現することが可能になります。
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機能リリースの背景

これまで

案件販売管理
システム

請求
データ

クラウド請求書Plus

会計
システム⾃動作成 仕訳

作成

売上

請求書

売上を作成する場合、必ず「案件」として
請求データを取り込む必要がある

仕様により⾃社システムで管理している請求書番
号などの⼀部の情報がそのまま反映できない

リリース後

販売管理
システム 請求

データ

クラウド請求書Plus

会計
システム

作成 仕訳
売上請求書

請求データを直接「請求書」として
取り込むことができる

任意のタイミングで請求書の内容をも
とに売上を作成することができる



これまで、Salesforceの請求データを直接請求書に反映しつつ売上計上も⾏うため、
「案件」「請求書」の⼆つのオブジェクトにそれぞれデータをAPI連携で取り込む運⽤をされている場合、
今回の機能アップデートによって、請求データを請求書として直接取り込み、請求書から売上を作成することで、
案件へのインポートは不要となります。
※案件を利⽤しない場合、請求書の分割作成や売上の期間按分はできなくなります。

運⽤変更時には細かい機能差分や個社ごとの運⽤によっては対応できない点もございますので、
ご不明点があれば営業担当‧カスタマーサポートにお問い合わせください。

5

Salesforce連携の運⽤への影響

5

これまで

案件

API連携

クラウド請求書Plus

会計
システム

仕訳
売上

請求書

リリース後

API連携

クラウド請求書Plus

会計
システム

作成 仕訳
売上請求書

作成

関連付け
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運⽤パターンの整理
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パターンごとの運⽤イメージ 1/2

請求書販売管理
システム

顧客

送付

請求データ

クラウド請求書Plus

請求書販売管理
システム

顧客

送付

請求
データ

クラウド請求書Plus

会計
システム売上

作成 仕訳

「請求書」のみ利⽤ 「請求書」「売上」を利⽤ （売上を請求書から作成）
パターン

1
パターン

2

債権/売上の計上は別のシステムで⾏い、
請求書の発⾏のみ効率化したい⽅向け

⼩売‧⼈材紹介‧広告など、
⼀時点で売上認識を⾏う事業の債権管理を効率化したい⽅向け
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パターンごとの運⽤イメージ 2/2

「案件」「請求書」「売上」を利⽤ 
（売上を案件から作成）

「案件」「請求書」「売上」を利⽤ 
（売上を請求書‧案件どちらからも作成）

パターン

3
パターン

4

SaaS‧コンサルティング‧アウトソーシングサービスなど、
⼀定期間にわたり売上認識を⾏う事業の債権管理を効率化したい⽅向け

販売管理A
（事業A）

契約/案件
データ

クラウド請求書Plus

会計
システム

仕訳

⼀時点‧⼀定期間の売上認識を含む
複数事業の債権管理を効率化したい⽅向け

案件販売管理
システム

顧客

送付

契約/案件
データ

クラウド請求書Plus

会計
システム売上

作成 仕訳

請求書
作成

販売管理B
（事業B）

請求書

顧客

売上
作成

案件 売上

請求書

請求
データ

作成

作成

送付

顧客
送付
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機能詳細
※開発中のため、実際の画⾯とは異なるところがあります
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請求書から作成した売上仕訳の全体像

取引⽇ 勘定科⽬
補助科⽬

部⾨
取引先

⾦額
税区分

勘定科⽬
補助科⽬

部⾨
取引先

⾦額
税区分 摘要

2024/01/31 売掛⾦
株式会社サンプル

¥11,000
課売 10%

売上⾼ A部⾨
株式会社サンプル

¥11,000
課売 10%

売上: 10-1 請求書: 10 
取引先: 株式会社サンプル

計上⽇（取引⽇）の設定
初期設定で、請求⽇を基準に計上⽇（取引⽇）を設定することができます。
また請求書ごとに個別に指定することも可能です。(※)

科⽬の設定
初期設定で、デフォルトの勘定科⽬/補助科⽬の設定ができます。
また、科⽬ルールを利⽤すれば、品⽬名の条件に応じて⾃動で科⽬を設定することも可能です。(※)

部⾨‧取引先の設定
請求書の作成時に、任意で設定することができます。

⾦額の計算
請求書の明細情報を元に計算します。

P.11

P.25
P.20

P.25 摘要
作成元の請求書番号が反映されます。
「件名」「品⽬名」などの項⽬を反映すること
も可能です。(※)

(※)2ndリリース以降の機能です



請求書作成時に、売上仕訳の「部⾨」「取引先」を任意で設定できます。
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請求書の作成 売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認



CSVインポートで請求書を作成する場合は、売上仕訳の「部⾨（部⾨コード）」
「取引先（取引先コード）」を取り込むことができます。
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請求書の作成（CSVインポート） 売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認



Salesforce連携で請求書を作成する場合は、事前に「部⾨」「取引先」項⽬の連携が必要です。
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請求書の作成（Salesforce連携) 売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認



請求書の詳細画⾯で、請求書情報をもとに作成される売上を確認することができます。
この時点では、まだ売上のステータスは「未作成」の状態です。
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売上プレビューの確認 売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認



必要なタイミングで、いつでも売上を⼀括作成することができます。
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売上⼀括作成

②売上作成の対象となる
請求書を選択する

③作成する売上の
内容を確認する

①「請求書」から売上作成を開始する

④作成する

売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認
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売上の作成パターン

● 請求書発⾏者と売上計上の担当者が同じ
● 請求書作成後の修正が少ない

必要なタイミングで、都度作成するパターン   ⽉に⼀度、まとめて作成するパターン

作成条件（詳細はP.22の「初期設定」よりご確認ください）
● 「仕訳」画⾯で設定した「対象⽇」以降に作成した請求書に関する売上
● 「仕訳」画⾯で設定したステータスに該当する請求書に関する売上
● 作成者に「売上の作成権限」がある

⽉初 翌⽉初

請求書
作成

売上
計上

請求書
送付

仕訳
登録

● 請求書発⾏者と売上計上の担当者が異なる
● 請求書作成後の修正が多い

請求書
作成

売上
計上

請求書
送付

仕訳
登録

⽉初 翌⽉初

請求書
作成

請求書
送付

請求書
編集

請求書
作成

請求書
送付

請求書
編集

売上
計上

仕訳
登録

売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認

どちらも
対応可能

です！



請求書の詳細画⾯で、作成済みの売上を確認できます。
この時、売上のステータスは「作成済」になります。
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売上⼀括作成後の確認 売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認



売上仕訳の登録は、CSVエクスポートで会計システムに登録していただく⽅法と、
「マネーフォワード クラウド会計Plus」に連携する⽅法があります。
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売上仕訳の登録 売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認
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売上仕訳の確認
「マネーフォワード クラウド会計Plus」に登録した仕訳から、元となった請求書までス
ムーズに画⾯を遷移し確認することができます。

売上のもとになる
請求書の作成

売上
プレビュー

売上仕訳の
登録

売上の
作成

売上仕訳の
確認

情報元の
売上を確認する

情報元の
請求書を確認する



品⽬の名称に応じて⾃動で仕訳科⽬を振り分けることができます。
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科⽬ルール（2ndリリース）

あとで差し替え

科⽬ルールの条件に当てはまらない → デフォルト科⽬を反映

勘定科⽬
補助科⽬ ⾦額 勘定科⽬

補助科⽬ ⾦額

売掛⾦
- ¥11,000 売上⾼

- ¥11,000

あとで差し替え

（例）品⽬名に「導⼊サポート」を含む場合

科⽬ルールの条件に当てはまる → ルールごとの科⽬を反映

勘定科⽬
補助科⽬ ⾦額 勘定科⽬

補助科⽬ ⾦額

売掛⾦
- ¥11,000 売上⾼

初期費⽤ ¥11,000



請求書から作成した売上の計上⽇より前に⼊⾦消込があった場合、
消込の貸⽅科⽬は「前受」の勘定科⽬で作成され、
売上の借⽅科⽬は「債権」から「前受」の勘定科⽬に⾃動変換されます。
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前受⾦振替（作成した売上の計上⽇>⼊⾦⽇となる場合）

売上（計上⽇11/30）

売掛⾦  ¥10,000 売上⾼  ¥10,000

売上（計上⽇11/30）

前受⾦  ¥10,000 売上⾼  ¥10,000

消込（計上⽇10/30）

⼊⾦  ¥10,000 前受⾦  ¥10,000

請求書

作成

⼊⾦（⼊⾦⽇10/30）

消込

変換
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機能利⽤までの対応ステップ
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運⽤変更までの対応事項

● 事前整理

運⽤開始前 「請求書からの売上作成機能」の
リリース後 運⽤開始

● 初期設定
● テスト⽤の売上データ作成と確認
● 不要なデータの削除‧不要な機能の

権限変更

● 設定条件に応じて、
運⽤開始！

P.21 P.22

P.23

P.24

クラウド請求書Plusで売上を作成していない or「案件」か売上を作成している 「請求書」から売上を作成する

※「案件」からの売上作成とも併⽤可能です
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       事前整理

「.    請求書から売上作成する機能」を利⽤するか     

STEP 1
 いつから新しい運⽤を開始するか

初期設定では、請求書の作成⽇を基準に開始⽇を決めることが
できます。

STEP 2
どのステータスの請求書を、売上作成の対象に
するか

初期設定では、送付済みの請求書を売上作成の対象に絞り込む
ことができます。
※ステータスの絞り込み設定は任意です

STEP 3
 誰が売上を作成するか

作成者に、売上作成の権限があるかどうかをご確認ください。
※ロールの設定⽅法は、サポートサイトへ

運⽤開始前

利⽤しない場合は、運⽤変更なし

前提
確認

利⽤しない

P.05の運⽤パターンよりご確認ください。
運⽤パターン2もしくは4に変更する場合、今回の機能の利⽤が適しています。

利⽤する

https://biz.moneyforward.com/support/receivable/guide/office/g017.html
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       初期設定

STEP 1: 売上作成機能を有効にする

「請求書」から売上を作成できるようになります。

リリース後

STEP 2: 売上作成の対象となる請求書を設定する

対象⽇：対象となる請求書の作成⽇を指定できます
ステータス：送付済みの請求書のみを売上作成の対象
にできます(2ndリリース)

STEP 3: 売上に反映する「計上⽇」「科⽬」の設定
をする

計上⽇：請求⽇を基準に設定できます
科⽬：デフォルト科⽬、もしくは科⽬ルールにより
設定できます



      テスト⽤売上データ作成と確認リリース後

STEP 1
テスト⽤の設定に⼀時的に変更

● 対象⽇をテスト当⽇の⽇付に変更します
● ステータスにチェックを⼊れている場合、チェックを外します
※電⼦帳簿保存法の制限により、メールで送付した請求書は削除できなく
なるため、未送付の請求書でテストを⾏います

STEP 2
テストデータの作成

● ⼿動でテスト⽤の請求書を作成します
● 請求書⼀覧の「売上作成」ボタンより、テスト⽤の請求書から売上を作成します

STEP 3
データの確認‧設定を戻す

● 売上の内容を確認したら、テスト⽤のデータを削除します
● 設定を元に戻します

事前にテストデータの作成‧確認をすることで、安⼼して運⽤を開始することができます。
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      不要なデータの削除‧不要な機能の権限変更リリース後

● テスト⽤のデータを作成した場合は、削除してください

● 今回の運⽤変更で「案件」を利⽤しなくなる場合
○ 案件を間違って作成してしまう状況を防ぐため、ロールから「案件の閲覧権限」を解除し、

メニューから「案件」を⾮表⽰にすることをおすすめします
○ ロールの設定⽅法は、サポートサイトへ

「案件」が⾮表⽰になる

閲覧権限あり 閲覧権限なし

https://biz.moneyforward.com/support/receivable/guide/office/g017.html


28

今後のスケジュール



1st リリース 2025年6⽉中旬
2ndリリースの機能を除く全ての機能

2nd リリース 2025年6⽉下旬以降順次
品⽬ごとの科⽬ルール設定
請求書ごとの売上計上⽇指定
請求書ステータスによる売上作成対象の制御
売上⼀括削除機能
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リリース予定時期

※予告なく変更する場合があります。


